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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント：

 

本研究では、再生可能エネルギー由来の電力を水素密度の高いアンモニアとして貯蔵するための技術

として、アンモニア電解合成法に取り組み、プロトン伝導性固体電解質を用いた約 500℃付近で作動す

るセラミックス系固体電解質、200℃付近で作動するリン酸塩系固体電解質を用いたアンモニア電解合

成システムを研究した。 

500℃付近におけるセラミックスプロトン伝導体を電解質とするアンモニア電解合成については、大

幅な Faraday 効率の向上が期待できないことを示し、この温度領域のアンモニア電解合成が非現実的で

ある点を示した。一方、電圧を印加することによるアンモニア合成の非 Faraday的反応促進効果を見い

だしたことや、同位体を用いた機構解明が進んだ点では新しい発見があった。また、新規にリン酸塩固

体電解質を用いた水素分離型の電解合成セルを試作し、低温領域で目標に掲げた成績を達成できたこと

は成果として評価できる。中低温のデバイスによる電解合成は材料開発が進んでいないこともあり、十

分には進展しなかったが、新たな可能性を示したものとして注目される。加圧による性能向上もアンモ

ニア合成デバイスの発展性を示したものであり注目される。 

目標に掲げたアンモニア合成速度、ファラデー効率などから評価すると十分な結果とは言えないが、

いくつかの温度範囲について固体電解質を利用した電解合成デバイスを構成し、稼働させたことは他の

水素化反応に対しても応用の可能性を示すものとして、将来の展開が期待できる。 
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